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2024年6月28日
学術研究委員会　第9回研究発表会のご案内
平素より当協会の活動にご支援・ご協力を賜り深謝申し上げます。

「学術研究委員会　第9回研究発表会」【WEB配信】のご案内を申し上げます。
当協会では、アフリカに関わる各種の情報収集・分析・発信を主軸とする活動を幅広く長期にわたって展開してきました。近年の日本・アフリカ関係の緊密化やアフリカに対する世界的な注目度の高まりの中で、一層活動の深化と多角化・多様化を求めるために学術研究分野での事業の拡大と充実の一環として、一昨年度より学術研究会を発足させました。
今般、第9回研究発表会として、慶應義塾大学法学部政治学科の教授である杉木明子先生をお招きして、オンラインによる研究報告をお願いすることになりました。
杉木先生は従来からアフリカの難民保護に関する研究を行われた来られましたが、今回は近年アフリカで多発するクーデターによる政権交代に関してのご報告です。特にクーデターに対して、アフリカの地域機構がどのように対応してきたかなどを中心に分析していただきます。大変興味あるテーマについて貴重なお話を伺える機会と思いますので、是非、ご参加をお待ちしております。
記

報告者：　杉木明子氏　　　　　　　　慶応義塾大学法学部政治学科　教授
（講師略歴は別紙ご参照願います。）
報告タイトル：「アフリカで多発するクーデターに対して地域機構はどう対応してきたか－『アフリカ人権ガバナンス』における地域機構の可能性と課題」
日時：　2024年7月25日（木）　14時から15時30分予定

司会：　青木一能　アフリカ協会学術研究委員会委員長（日本大学名誉教授）

参加人数：先着100名様

申込方法：ご案内メールに記載のURLフォームにて【氏名、所属、タイトル、電話番号】を明記戴き、
アフリカ協会事務局あてに、お申込み下さい。

締切：2024年7月19日（金）までにお申込みをお願いいたします。

以上
報告概要及び報告者略歴
概要：
　アフリカでは1960代後半から1980年代末までクーデターが多発したものの、1990年代以降、クーデターは減少していった。しかし、2020年代以降、マリ、スーダン、ブルキナファソ、ニジェールなどでクーデターによる政権交代が頻発している。本報告では「アフリカ・ガバナンス・アーキテクチャー（ＡＧＡ）」の枠組みで活動しているアフリカ連合（AU）などの地域機構に焦点をあて、クーデターが多発したアフリカにおいて、「アフリカ人権ガバナンス」がどのように機能している（又は、機能していない）のかを分析し、地域機構の役割と今後の課題を考察したい。
略歴：杉木明子　（すぎき　あきこ）
所属・職階：慶應義塾大学法学部・政治学科・教授
専門：現代アフリカ政治、国際関係論、紛争解決・平和構築論、難民・強制移動研究
*これまでの研究業績などに関しては、下記のリンクをご覧ください。
https://k-ris.keio.ac.jp/html/100000882_ja.html
